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第
２
章
 

　
特
定
健
康
診
査
の
実
施

１
基
本
的
な
考
え
方

　
特
定
健
康
診
査
は
、
実
施
年
度
４

月
１
日
現
在
の
野
木
町
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
う
ち
、
そ
の
年
度
中
に

　
歳
か
ら
　
歳
と
な
る
方
を
対
象
に

４０

７４

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
結
果
か

ら
「
情
報
提
供
」・「
動
機
づ
け
支
援
」・

「
積
極
的
支
援
」の
３
つ
の
区
分
に
分

け
、「
動
機
づ
け
支
援
」・「
積
極
的
支

援
」の
方
に
保
健
指
導
を
実
施
し
ま

す
。

２
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標

　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
目
標
実
施

２４

率
は
、
特
定
健
康
診
査
を
　
％
、
特

６５

定
保
健
指
導
を
　
％
と
し
ま
す
。
こ

４５

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
平
成

　
年
度
以
降
の
目
標
実
施
率
を
表
１

２０の
よ
う
に
定
め
ま
す
。

３
対
象
者
数

　
特
定
健
康
診
査
等
の
受
診
対
象
者

数
及
び
目
標
実
施
者
数
等
は
、
表
２

の
よ
う
に
見
込
み
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
の
利
用
対
象
者
数

及
び
目
標
実
施
者
数
等
は
、
表
３
の

よ
う
に
見
込
み
ま
す
。

野
木
町
国
民
健
康
保
険
 

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
（
抜
粋
）

第
１
章
 

　
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て

１
計
画
の
趣
旨

　
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
発
症

や
重
症
化
を
予
防
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
該
当
者
及
び
予
備
軍
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

２
計
画
の
性
格

　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特
定
健

康
診
査
等
基
本
指
針
に
基
づ
き
実
施

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

３
計
画
期
間

　
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
の

２０

２４

５
年
と
し
ま
す
。

４
公
表
・
周
知

　
広
報
の
ぎ
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

５
評
価
・
見
直
し

　
毎
年
１
回
、
事
業
終
了
後
に
実
施

状
況
や
目
標
達
成
状
況
等
の
効
果
に

つ
い
て
評
価
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
に
計
画
の
見

２２

直
し
を
行
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
本
年
４
月
か

ら
医
療
保
険
者
は
、
糖
尿
病
等
の
生

活
習
慣
病
に
関
す
る
健
康
診
査
（
特

定
健
康
診
査
）
及
び
健
康
診
査
結
果

に
よ
り
健
康
の
保
持
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
方
へ
の
保
健
指
導
（
特
定
保

健
指
導
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
野
木
町
国
民
健
康
保
険
と
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
　
歳
か
ら

４０

　
歳
に
到
達
す
る
方
を
対
象
と
し
た

７４特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
方
法
や
成

果
目
標
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に

つ
い
て
定
め
た
「
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
計
画
は
町
住

民
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
町
ホ
―
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
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～野木町国民健康保険より～

特定健康診査等実施計画を策定しました



４
実
施
方
法

算
特
定
健
康
診
査

　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
は
、
各
年

度
に
一
人
１
回
と
し
、「
特
定
健
康
診

査
受
診
券
」（
５
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）

を
交
付
し
ま
す
。
受
診
の
際
に
は
、

こ
の
受
診
券
と
被
保
険
者
証
で
受
診

資
格
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
受
診
期

間
は
、
受
診
券
を
受
け
取
っ
て
か
ら

そ
の
年
度
の
３
月
　
日
ま
で
と
し
ま

３１

す
。
集
団
健
診
に
つ
い
て
は
、
健
診

機
関
に
委
託
し
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
個
別
健
診
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
の
告
示
で
定
め
ら
れ
た

委
託
基
準
を
満
た
し
た
医
療
機
関
で

実
施
し
ま
す
。
受
診
結
果
は
野
木
町

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
健
診
機
関
か

ら
通
知
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

受
診
し
た
全
員
に
生
活
習
慣
病
に
関

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
情
報
や

個
人
の
生
活
習
慣
及
び
そ
の
改
善
に

関
す
る
基
本
的
な
情
報
を
提
供
し
ま

す
。（
健
診
項
目
は
４
ペ
ー
ジ
表
４

参
照
）

 

24年度23年度22年度21年度20年度(表１)

6555453525特定健康診査の目標実施率（％）

4540353020特定保健指導の目標実施率（％）

※平成２４年度において、平成２０年度と比較したメタボリックシンドローム該当者及び予備軍の目標減少率は１０％とします。

24年度23年度22年度21年度20年度(表２)

60005900580057005600受診対象者数(人)

6555453525目標実施率（％）

39003240261019901400目標実施者数（人）

24年度23年度22年度21年度20年度(表３)

4540353020目標実施率（％）

600500390330230利用対象者数（人）
動機づけ支援

2702001339946目標実施者数（人）

320330220170120利用対象者数（人）
積極的支援

140130775124目標実施者数（人）

920830610500350利用対象者数（人）
合　計

41033021015070目標実施者数（人）

特定健康診査等実施計画を

策定しました

問　町住民課　撒（５７）４１３７
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産
動
機
づ
け
支
援
の
実
施
内
容

樫
リ
ス
ク
が
現
れ
始
め
た
段
階
の
方

へ
の
支
援

　
原
則
１
回
の
面
接
に
よ
り
、
す
ぐ

に
実
践
に
移
り
、
そ
の
生
活
が
継
続

で
き
る
よ
う
な
生
活
習
慣
改
善
の
た

め
の
行
動
目
標
と
行
動
計
画
を
利
用

者
と
と
も
に
立
て
て
、
そ
の
６
か
月

後
に
行
動
目
標
の
達
成
度
、
身
体
状

況
や
生
活
習
慣
の
変
化
に
つ
い
て
評

価
を
行
い
ま
す
。

産
積
極
的
支
援
の
実
施
内
容

樫
リ
ス
ク
が
重
な
り
だ
し
た
段
階
の

方
へ
の
支
援

　
初
回
時
の
面
接
に
お
い
て
、
生
活

習
慣
改
善
の
た
め
の
実
践
可
能
な
行

動
目
標
を
利
用
者
自
ら
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
行
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
行
動

計
画
を
立
て
、
３
か
月
以
上
の
定
期

的
、
継
続
的
な
支
援
を
行
い
、
６
か

月
後
に
行
動
目
標
の
達
成
度
、
身
体

状
況
や
生
活
習
慣
の
変
化
に
つ
い
て

評
価
を
行
い
ま
す
。
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特
定
保
健
指
導
の
利
用
は
、
各
年

度
に
一
人
１
回
（
１
回
の
支
援
期
間

は
原
則
６
か
月
）
と
し
、
利
用
者
に

は
、「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」（
５
ペ

ー
ジ
の
図
参
照
）
を
交
付
し
ま
す
。

利
用
の
際
に
は
、
こ
の
利
用
券
と
被

保
険
者
証
で
利
用
資
格
の
確
認
を
行

い
ま
す
。
利
用
券
は
、
特
定
健
康
診

査
受
診
月
の
翌
月
ま
で
に
健
診
デ
ー

タ
を
集
計
し
、
健
診
結
果
説
明
会
時

に
交
付
し
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
の

利
用
が
開
始
で
き
る
の
は
、
利
用
券

を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
そ
の
年
度
の

３
月
　
日
ま
で
と
し
ま
す
。

３１

　
情
報
提
供
及
び
動
機
づ
け
支
援
の

実
施
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
等
に
お

い
て
町
が
実
施
し
ま
す
。
積
極
的
支

援
の
実
施
は
、
町
が
契
約
し
た
保
健

指
導
機
関
に
お
い
て
、
町
保
健
セ
ン

タ
ー
等
で
実
施
し
ま
す
。
保
健
指
導

機
関
と
の
個
別
契
約
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
の
告
示
で
定
め
ら
れ
た

委
託
基
準
を
満
た
し
た
医
療
機
関
と

し
ま
す
。
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内　容項　目内　容項　目

中性脂肪、
HDL－コレステロール
LDL－コレステロール

血中脂質検査
服薬歴及び喫煙習慣の状況についての調
査を含む問診

既往歴の調査

AST（GOT）、ALT（GPT）、γ－GT（γ-GTP）肝機能検査身長、体重、ＢＭＩ、腹囲身体測定

空腹時血糖、ヘモグロビンA1ｃ血糖検査自覚症状及び他覚症状の有無
理学的検査
（身体診察）

尿糖、尿蛋白尿検査血圧測定

※詳細な健診項目（心電図・眼底検査・貧血検査）については、一定の基準のもと健診機関の医師が必要と判断したものを選択して実施します。

（表４）基本的な健診項目（受診対象者が全員受ける項目）



　
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
に
あ
た

り
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
及
び
同
法
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
に
定
め
る
役
員
・
職
員
の
義
務

（
デ
ー
タ
の
正
確
性
の
確
保
、
漏
洩

防
止
措
置
、
従
業
者
の
監
督
、
委
託

先
の
監
督
）
に
つ
い
て
、
周
知
を
図

り
ま
す
。

２
個
人
情
報
保
護
対
策

　
委
託
契
約
の
際
に
は
、
野
木
町
個

人
情
報
保
護
条
例
等
関
係
法
令
に
基

づ
き
、
個
人
情
報
の
厳
重
な
管
理
や

目
的
外
使
用
の
禁
止
等
を
契
約
書
に

定
め
る
と
と
も
に
、
委
託
先
の
契
約

遵
守
状
況
を
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
第
　
条
、
第
１
６
７
条
及
び
国

３０

民
健
康
保
険
法
第
１
２
０
条
の
２
に

基
づ
い
て
、
野
木
町
国
民
健
康
保
険

の
職
員
及
び
野
木
町
国
民
健
康
保
険

が
委
託
す
る
健
診
及
び
保
健
指
導
実

施
機
関
に
従
事
す
る
者
は
、
特
定
健

康
診
査
等
を
実
施
す
る
際
に
知
り
得

た
個
人
情
報
に
関
す
る
守
秘
義
務
規

定
を
遵
守
し
ま
す
。

第
３
章
 

　
特
定
健
康
診
査
等
の
 

　
　
　
　
デ
ー
タ
受
領
・
保
存
方
法

１
記
録
・
デ
ー
タ
の
保
存

　
特
定
健
康
診
査
等
の
費
用
の
支
払

い
及
び
デ
ー
タ
の
送
信
事
務
並
び
に

デ
ー
タ
管
理
・
保
存
に
関
し
、
代
行

機
関
と
し
て
栃
木
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
に
事
務
委
託
し
ま
す
。

　
特
定
健
診
及
び
保
健
指
導
実
施
機

関
か
ら
提
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
栃

木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の

特
定
健
康
診
査
等
管
理
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
管
理
・
保
存
し
ま
す
。
こ
の

記
録
・
デ
ー
タ
の
保
存
期
間
は
５
年

と
し
ま
す
。
野
木
町
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
失
っ
た
場
合
は
、
そ
の
異

動
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の
保
存
と

し
ま
す
。

　
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
の
特
定
健
康
診
査
等
管
理
シ
ス
テ

ム
に
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
町
住

民
課
に
設
置
し
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
用

の
端
末
と
専
用
回
線
で
接
続
し
、
常

時
、
確
認
や
デ
ー
タ
の
出
力
等
が
で

き
る
も
の
と
し
ま
す
が
、
操
作
可
能

な
職
員
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

登
録
し
た
職
員
だ
け
と
し
、
パ
ス
ワ

ー
ド
管
理
を
行
い
ま
す
。

特定健康診査等実施計画を

策定しました

問　町住民課　撒（５７）４１３７

（5）

↓
図
　
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
右
）と

　
　
　
特
定
保
健
指
導
利
用
券
（
左
）

　
　
　
※
国
が
示
し
た
様
式
の
た
め
、実
際
の
券
と
は

　
　
　
若
干
異
な
り
ま
す
。



国
保
税
賦
課
算
定
の
対
象
年
齢

酸
医
療
保
険
分
・
後
期
支
援
分

　
額
０
歳
～
　
歳
未
満

７５

酸
介
護
保
険
分

　
額
　
歳
以
上
　
歳
未
満

４０

６５

国
保
税
額
の
計
算
方
法

　
年
税
額
＝
被
保
険
者
均
等
割
額
＋

　
世
帯
別
平
等
割
額
＋
所
得
割
額
＋

　
資
産
割
額

算
　
月
か
ら
国
保
税
が
年
金
よ
り
徴

１０
収
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
と
な

っ
て
い
る
こ
と
。

②
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

　
歳
以
上
　
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

６５

７５

③
年
金
受
給
額
が
年
額
　
万
円
以
上

１８

で
、
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
算

額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超

え
な
い
こ
と
。

算
課
税
限
度
額
が
「
医
療
保
険
分
」
で

　
万
円
か
ら
　
万
円
に
引
き
下
げ
と

５６

４７

な
り
、
新
設
の
「
後
期
支
援
分
」は
　１２

万
円
と
な
り
ま
し
た
。「
介
護
保
険

分
」
は
９
万
円
で
す
。

算
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
に

伴
う
緩
和
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

　
な
お
、納
期
は
、７
月
・
８
月
・
９

月
・
　
月
・
　
月
・
　
月
・
１
月
・
２
月

１０

１１

１２

の
８
回
と
な
り
ま
す
。

興
　
年
度
の
国
保
税
の
 

２０

主
な
改
正
点

算
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
国
保
の
対
象
は
　
歳
未
満
と

７５

な
り
、
国
保
税
の
計
算
に
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
分
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

算
国
保
税
の
税
率
が
下
表
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
国
民
健
康
保
険
税（
以
下「
国
保

税
」）は
、町
が
行
っ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
事
業（
被
扶
養
者
の
負
傷
、疾

病
、死
亡
な
ど
に
対
す
る
保
険
給
付

や
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
保
険
事
業

な
ど
）
に
要
す
る
費
用
や
、介
護
保
険

事
業（
高
齢
者
の
介
護
を
国
民
全
体

で
支
え
る
も
の
）及
び
、本
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
導
入
に
伴
う
支
援
金
等
に
充
て
ら

れ
る
た
め
に
、国
民
健
康
保
険（
以
下

「
国
保
」）の
被
保
険
者
の
い
る
世
帯

の
世
帯
主
が
、そ
の
資
力
と
受
益
に

応
じ
て
負
担
す
る
税
金
で
す
。

　
こ
の
税
金
は
、他
の
健
康
保
険（
政

府
管
掌
の
健
康
保
険
や
企
業
・
共
済

組
合
な
ど
の
管
理
す
る
健
康
保
険
な

ど
）
に
加
入
し
て
い
な
い
す
べ
て
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。国
保
税
の

納
付
書
の
発
送
予
定
は
７
月
　
日
で

１５

す
。
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今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月
はははははははははは
国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税

今
月
は
国
民
健
康
保
険
税
・・・・・・・・・・・

介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険

介
護
保
険
料料料料料料料料料料料
（（（（（（（（（（
普普普普普普普普普普
通通通通通通通通通通
徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴
収収収収収収収収収収
分分分分分分分分分分

（
普
通
徴
収
分
）））））））））））

ののののののののののの
納納納納納納納納納納
期期期期期期期期期期
でででででででででで

納
期
で
すすすすすすすすすすす

医療保険分

改正後改正前区　分

22,00018,600均等割（円）

22,00019,800平等割（円）

6.47.2所得割（％）

33.041.0資産割（％）

介護保険分

改正後改正前区　分

6,0004,800均等割（円）

6,0004,800平等割（円）

1.30.7所得割（％）

4.32.0資産割（％）

後期支援分

新設区　分

6,200均等割（円）

6,200平等割（円）

1.5所得割（％）

7.0資産割（％）



※
国
保
税
の
軽
減
判
定
の
際
に
、
国

保
か
ら
移
行
し
た
後
期
高
齢
者
（
旧

国
保
被
保
険
者
）
の
所
得
及
び
人
数

も
含
め
て
軽
減
所
得
の
判
定
を
行
い
、

世
帯
の
国
保
被
保
険
者
数
が
減
少
し

て
も
、
５
年
間
、
従
前
と
同
様
の
軽

減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
制
度
創
設
時
の
後
期
高
齢
者
ま
た

は
制
度
創
設
後
に
　
歳
に
到
達
す
る

７５

方
が
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
身

世
帯
と
な
る
方
に
つ
い
て
、
５
年
間

平
等
割
額
を
半
額
（
介
護
保
険
分
を

除
く
）
と
し
ま
す
。

※
制
度
創
設
時
の
後
期
高
齢
者
ま
た

は
制
度
創
設
後
に
　
歳
に
到
達
す
る

７５

方
が
被
用
者
保
険
（
政
府
管
掌
の
健

康
保
険
や
企
業
・
共
済
組
合
な
ど
の

管
理
す
る
健
康
保
険
な
ど
）
か
ら
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
被
保
険
者
の
被
扶

養
者
か
ら
国
保
被
保
険
者
（
旧
被
扶

養
者
）
と
な
っ
た
方（
　
歳
以
上
）
に

６５

つ
い
て
、
申
請
に
よ
り
２
年
間
、
均

等
割
額
及
び
平
等
割
額
を
半
額
（
国

保
税
の
軽
減
世
帯
に
該
当
す
る
場
合

及
び
介
護
保
険
分
を
除
く
）
等
に
す

る
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。

恭
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

　
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
は
国
保
税

の
軽
減
が
あ
り
ま
す
が
、
所
得
の
申

告
が
な
い
と
世
帯
の
所
得
状
況
が
不

明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

恭
被
保
険
者
等
の
異
動
届
出

　
国
保
被
保
険
者
等
の
異
動（
加
入
・

脱
退
等
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
町
住
民
課
に
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
異
動
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
等
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

興
　
年
度
も
 

２０
　
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
 

　
　
　
４
万
２
０
０
円
で
す

　
介
護
保
険
料
の
額
は
下
表
の
と
お

り
で
、
所
得
に
応
じ
て
６
段
階
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

納
付
す
べ
き
方

①
４
月
１
日
現
在
　
歳
以
上
の
方
で

６５

年
金
よ
り「
特
別
徴
収
」を
さ
れ
て
い

な
い
方

②
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
っ
た
方

６５

③
年
度
途
中
に
特
別
徴
収
の
中
止
事

由
に
該
当
し
た
方

 

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と

　
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
、
償
還
払
い
や
、
給
付
の
全

部
ま
た
は
一
部
の
差
し
止
め
、
ま
た

は
要
介
護
認
定
を
受
け
る
場
合
、
過

去
の
未
納
期
間
に
応
じ
て
給
付
割
合

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

問
町
税
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
２
１

５７
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年額保険料算定方法所得段階

20,100円基準額×0.5
世帯全員が市町村民税非課税で、
老齢福祉年金を受給している方・
生活保護を受けている方

第１
段階

20,100円基準額×0.5
世帯全員が市町村民税非課税で、
課税年金収入額と合計所得額の
合計が８０万円以下の方

第２
段階

30,100円基準額×0.75
世帯全員が市町村民税非課税で、
課税年金収入額と合計所得額の
合計が８０万円を超える方

第３
段階

40,200円基準額
世帯に市町村民税が課税されて
いる方はいるが、本人は非課税
の方

第４
段階

50,200円基準額×1.25
本人が市町村民税を課税されて
おり、合計所得額が200万円未満
の方

第５
段階

60,300円基準額×1.5
本人が市町村民税を課税されて
おり、合計所得額が200万円以上
の方

第６
段階
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映画会

　かつて渡良瀬遊水地に存在して、

明治政府によって強制廃村となった

「谷中村」。その村民と共に生き、共

に戦った郷土の偉人「田中正造」のド

キュメンタリー映画を上映します。

　主催の実行委員会は、旧谷中村ゆ

かりの町民有志のほか上映に賛同さ

れた方々が中心になって構成されて

います。

　この映画は、谷中村が廃村となっ

て、昨年でちょうど百年目にあたる

ことから企画制作されたものです。

日　時　９月２０日（土）

　　　　第１回慨午前１０時開場

　　　　第２回慨午後１時３０分開場

場　所　エニスホール小ホール

題　名

　「赤貧洗うがごとき」

　～田中正造と野に叫ぶ人々～

入場料

産前売り

　小中学生………………１５００円

　高校生…………………１０００円

　シニア（６０歳以上）……１０００円

　一般……………………１２００円

産当日

　一般……………………１５００円

※小中学生、高校生・シニアは前売

りと同額です。

入場券発売　７月１日～

※詳しくは実行委員会へ問い合わせ

ください。

主　催　映画「赤貧洗うがごとき」

　　　　野木町上映実行委員会

後　援　野木町

　　　　野木町教育委員会

　　　　野木町商工会

問実行委員会

　真瀬　　　　　　　　撒（５７）２３９３

　舘野　　　　　　　　撒（５７）４１７６

プール無料開放事業

　野木二中プールを一般開放します。

開放日　８月２日～２４日

　　　　毎週土曜日・日曜日

開放時間　午前１０時～正午

　　　　　午後１時～４時

利用資格　町在住在勤者

※小学校低学年以下は保護者同伴

その他

　・スイミングキャップ着用

　・コインロッカー１００円

　　（リターン式）

　・水中歩行、低学年児童用に１コ

　　ース調整台設置（水深１ｍ以下）

　・監視員の指示に従う。

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

夏休み 

ジュニアテニス教室

　これからテニスを始めたい方、も

う少し上手くなりたい方、集まれ外

日　時　７月２６日

　　　　８月２、９、２３、３０日（土）

　　　　午前７時～９時

場　所　町総合運動公園

対　象　町在住小中学生

定　員　先着２０名

参加料　２０００円

申込期間　７月７日～１５日

申込方法　

　参加料を添え町生涯学習課へ

その他　ラケット持参

※ラケットの無い方には貸し出しま

す。

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブ事業

夏休み 

ジュニア卓球教室

日　時　８月22日（金）、23日（土）、

　　　　２４日（日）

　　　　午後４時～５時３０分

場　所　町体育センター

対　象　町在住小中学生

定　員　先着２０名（初心者歓迎）

参加料　１人５００円

申込期間　７月１１日～２５日

申込方法　

　参加料を添え町生涯学習課へ

その他　ラケット、体育館シューズ、

　　　　タオル等持参

※ラケットの無い方には貸出します。

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

第10回 

町ソフトバレーボール

フェスティバル

期　日　８月２４日（日）

場　所　町体育センター

　　　　野木中新体育館

種　目　ソフト部／混合・女子

　　　　ミニ部／女子

申込期間　７月１５日～３１日

問伏木ヤス子　　　　　撒（５５）１６３１

第26回 

町弓道選手権大会

期　日　７月２７日（日）

場　所　町弓道場

参加資格　町在住在勤者

　　　　　連盟登録者

参加料　１０００円

申込期間　７月１日～１８日

問小林史之　　　　　　撒（５６）０１２３

　 PORTSS



子どもチャレンジ 

夏休み工作教室

　身近にある牛乳パック・紙皿など

を使ってスーパーカーや写真飾り、

竹を使って昔の遊び道具の竹とんぼ

や笛、水鉄砲を作ろう外

日時・内容　プログラム参照

場　所　町公民館

講　師　ＳＶＣ  （公民館サポートボ

　　　　ランティア）

対　象　町在住小学生

受講料　５００円（材料費）

定　員　先着２０名

申込期間　７月１４日～１８日

申込方法　受講料を添え町公民館へ

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７８

～たたけば分かるさ　最高の夏～

たたいてみよう外 
太鼓（おはやし）教室

　太鼓をおもいきりたたいてみよう。

教室の最後は「ふるさとまつり」で練

習の成果を発表外

日　時　７月３０日、８月６日、２０日、

　　　　２７日（水）、３０日（土）

場　所　エニスホール小ホール

対　象　町在住小中学生

定　員　先着４０名

参加費　３００円（飲みもの代等）

申込期間　７月７日～１１日

申込方法　参加費を添え町公民館へ

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１８８

親子セミナー

　親子でいろいろな体験をしながら

楽しい思い出をつくろう外

日時・内容　プログラム参照

場　所　町公民館

対　象　小学生と保護者（祖父母可）

定　員　先着１５組（３０名）

受講料　親子で４０００円（材料費他）

申込期間　７月１４日～１７日

申込方法　受講料を添え町公民館へ

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７７

写真展

　文化協会写真部主催の第９回写真

展です。どなたでもご覧になれます。

皆様のご来場お待ちしています。

日　時　７月１８日(金)～２１日(月・祝)

　　　　午前９時～午後５時

　　　　※１８日は午後１時～５時

場　所　町公民館２階視聴覚室

入場無料

問文化協会写真部

　部長　小林茂　　　　撒（５５）２４６１

夏休み子ども電気教室

　でんこちゃんと一緒に、電気の使

い方を勉強しょう外

　光を当てると音楽が流れるソーラ

ーメロディーハウスを作ります。

日　時　８月８日（金）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分

場　所　町公民館　幼児室

指　導　東京電力（株）栃木南支社

対　象　小学３年生～６年生

定　員　先着３０名

参加無料

申込期間　７月２２日～８月１日

申込方法　町公民館へ

※７月２３日からは電話でも可。ただ

し、窓口申し込みを優先します。

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７８

パソコン・サロン

日　時　７月１０日（木）

　　　　午後１時～４時

　　　　７月１９日（土）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分

場　所　町公民館２階第４研修室

※申込不要

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７７

歌謡部発表会

　文化協会歌謡部主催の発表会です。

どなたでもご覧になれます。皆様の

ご来場お待ちしています。

日　時　７月２０日（日）

　　　　午後０時３０分　開場

　　　　午後１時　　　開演

場　所　エニスホール小ホール

入場無料

問文化協会歌謡部

　部長　須田栄　　　　撒（５５）１８８１ 
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プログラム

内容・講師日　時回

産手作り簡単アロマ＆ハーブ
　石鹸作り
　身の回りの材料を使って
　オリジナル石鹸を作ろう外

長島純子先生

７/２９（火）
 １０：００～
 　　１２：００

１

産苔玉作り
　かわいいまんまる緑の苔玉
　を作ろう外

蓬田昌一先生

８/５（火）
 １０：００～
　　 １２：００

２

産現地学習　「鉄道博物館」
　※昼食持参

社会教育指導員

８/１２（火）
 ８：1０～
 　　１６：３０

３

産親子料理教室
　新じゃがを使っていももち
　を作ろう外
　もうひとつはお楽しみ外

オピニオン友の会

８/１９（火）
 １０：００～
 　　１3：００

４

プログラム

内　容日　時

①スピードカー・魚作り
②竹とんぼ、笛、水鉄砲
③写真飾り・魚釣り
※牛乳パック１渥２個用意
する。

７/３０（水）
     ３１（木）
８/１（金）
9：30～
       11：30
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おはなし会

■

日　時　７月４日（金）

　　　　午前１１時～１１時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　グレース森

■

日　時　７月８日、１５日、２２日、２９日

　　　　午前１１時～１１時２０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　ピノキオ

■

日　時　７月１９日（土）

　　　　午後２時～２時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

プログラム　絵本と紙しばい　他

対　象　４歳位から小学生

図書館職員

こども映画会

「ドラえもん　のび太の大魔境」

日　時　７月２６日（土）

　　　　午後２時～３時３５分

会　場　２階ホール

対　象　５歳以上

学校移動図書館

　ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸し出しが

できますのでご利用ください。

　ただし、児童書中心でビデオテー

プの貸し出しは行っていません。

７慨３　新橋小　　１３：２０～１４：２０

７慨４　友沼小　　１３：１０～１４：１０

７慨９　南赤塚小　１３：００～１４：００

７慨１５　佐川野小　１３：１５～１４：００

７慨１７　野木小　　１３：００～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞

産千里眼

　シンガポール・フライヤー　上下

（松岡圭祐）

産逝年　　　　　　　　（石田衣良）

産流星の絆　　　　　　（東野圭吾）

産ハンドメイドポップアップの本

（ＨＩＲＯＫＯ）

産国家の謀略　　　　　　（佐藤優）

＜児童書＞

産ユニコーン奇跡の救出

　（メアリー　ポープ　オズボーン）

産あかりの木の魔法　　　（岡田淳）

産若おかみは小学生！ＰＡＲＴ１１

（令丈ヒロ子）

19年度の統計
※（　）内は１日平均の数

47日巡回日数

5,374人(114人)貸出利用者数

12,433冊(265冊）貸出図書数

学校移動図書館（５校）

270日開館日数

110,679人(410人)入館者数

50,822人(188人)貸出利用者数

138,923冊(515冊)貸出図書数

88,664冊(328冊)一　般（内訳）

50,102冊(186冊)児　童

157冊(0.6冊)布絵本

9,185冊(34冊)貸出雑誌数

15,542点(58点)貸出ビデオ数

10,521点(39点)貸出CD数

59点(0.2点)貸出テープ数

334枚貸出カード再発行枚数

508件2,211枚複写利用件数

152,975冊図書数

104,636冊一　般（内訳）

38,358冊児　童

2,952冊郷　土

4,339冊参　考

34冊布絵本

2,656冊雑誌数

3,171点ビデオ数

3,898点CD数

315点LD数

190点テープ数

本　　館

19年度ベストリーダー
一般書

 ３２５回①あたしんちシリーズ

 ６９回②ハリー・ポッターと謎のプリンス　上･下

５０回③棄霊島　上･下

児童書

１,３４０回①かいけつゾロリシリーズ

１９１回②ミッケシリーズ

１６２回③ポケモンシリーズ

雑　誌

４１４回①主婦の友

 ２０５回②婦人公論 

１９５回③オレンジページ 

Ｃ　Ｄ

３０回①First　Message

３０回①Home

     ２８回③自己ベスト

ビデオ

６１回①トムとジェリー　６

 ４６回②くまのプーさん完全保存版 

４６回②ポケットモンスター　クリスタル
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茅
一
年
生
を
迎
え
る
会

６
年
　
 恋
 

こ
い

 塚
 　

づ
か

 美
 
み

 咲
 

さ
き

　
一
年
生
を
お
ぶ
っ
て
の
入
場
。

喜
ん
で
お
ぶ
さ
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
か
っ
た
。
学
校
生
活
に

つ
い
て
の
劇
や
ク
イ
ズ
も
一
生
懸

命
見
入
っ
て
く
れ
た
。
一
年
生
が

一
日
も
早
く
学
校
に
慣
れ
て
く
れ

れ
ば
と
考
え
た
企
画
、
大
成
功
。

６
年
　
 成
 

な
る

 海
 　
み

 幹
 

み
き

 隆
 

た
か

　
一
年
生
は
、
自
分
た
ち
か
ら
、

ぼ
く
た
ち
に
「
遊
ぼ
う
」と
声
を
か

け
て
く
れ
た
。
一
年
生
は
と
て
も

勇
気
が
あ
る
。
迎
え
る
会
が
終
わ

っ
て
も
、
一
年
生
は
ず
っ
と
笑
顔

で
元
気
だ
っ
た
。
ぼ
く
に
と
っ
て

も
思
い
出
に
残
る
会
と
な
っ
た
。

茅
は
じ
め
て
の
委
員
会
活
動

５
年
　
 鈴
 

す
ず

 木
 　
き

 快
 

か
い

　
ぼ
く
は
、
図
書
委
員
に
な
り
ま

し
た
。
最
初
は
簡
単
な
仕
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん

返
す
人
が
来
て
、
休
む
ひ
ま
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
い
へ
ん
な

仕
事
で
す
が
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

５
年
　
 渡
 

わ
た

 邉
 　

な
べ

 彩
 
あ

 友
 
ゆ

 香
 
か

　
私
は
、
給
食
委
員
に
な
り
ま
し

た
。
給
食
の
事
を
知
っ
て
、
楽
し

い
給
食
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
今
、
は
い
ぜ
ん
台
洗
い
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
他
の
学
年

の
人
に
も
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
も

ら
い
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
年
　
 大
 

お
お

 澤
 　

さ
わ

 美
 
み

 波
 

な
み

　
わ
た
し
は
、
は
じ
め
て
の
リ
コ

ー
ダ
ー
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
は
じ
め
て
ふ
い
た
時

は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
家
に

も
ち
帰
っ
て
、
お
姉
ち
ゃ
ん
に
高

い
ド
レ
ミ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
上
手
に
ふ
け
ま
し
た
。

茅
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
外
 

消
防
設
備

４
年
　
 大
 

お
お

 高
 　

た
か

 和
 

か
ず

 也
 
や

　
友
沼
小
学
校
に
は
、
消
防
設
備

が
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の

で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
階
だ

ん
の
所
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
、
防
火

と
び
ら
だ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
友
沼
小
が
、
火
事
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
た
い
で
す
。

４
年
　
 鈴
 

す
ず

 木
 　
き

 理
 
り

 奈
 
な

　
社
会
科
で
、
学
校
の
消
防
設
備

を
調
べ
ま
し
た
。
全
部
の
教
室
に
、

け
む
り
感
知
き
が
つ
い
て
い
て
、

ど
こ
で
火
事
が
お
き
て
も
す
ぐ
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。

１
年
　
た
て
の
　
か
い
と

　
た
い
い
く
の
じ
か
ん
に
、
て
つ

ぼ
う
の
ま
え
ま
わ
り
が
は
じ
め
て

で
き
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

茅
ド
キ
ド
キ
！
授
業
参
観

２
年
　
 上
 

う
え

 野
 　
の

 陸
 

り
く

　
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
さ
ん
か
ん
に
、
み

ん
な
の
マ
マ
と
か
パ
パ
が
き
て
く

れ
て
、
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　
じ
ぶ
ん
の
マ
マ
が
い
た
か
ら
、

ド
キ
ド
キ
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

２
年
　
 鈴
 

す
ず

 木
 　
き

 千
 
み

 結
 
ゆ

　
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
さ
ん
か
ん
は
、
音

が
く
で
し
た
。
お
ち
ゃ
ら
か
ほ
い

を
し
た
り
、
か
え
る
の
が
っ
し
ょ

う
を
ひ
い
た
り
し
ま
し
た
。
お
か

あ
さ
ん
が
見
て
て
、
じ
ょ
う
ず
だ

っ
た
よ
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
か
ら

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

茅
リ
コ
ー
ダ
ー
っ
て
楽
し
い
な

３
年
　
 田
 
た

 中
 　

な
か

 聖
 

ま
さ

 人
 
と

　
ぼ
く
は
、
三
年
生
に
な
っ
て
リ

コ
ー
ダ
ー
が
楽
し
み
で
し
た
。
飯

田
先
生
が
来
て
、
ま
ず
リ
コ
ー
ダ

ー
は
十
文
字
に
し
て
お
く
こ
と
、

「
シ
」の
音
は
指
で
も
「
し
」の
形
に

す
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
学
期
（
 栴
 

せ
ん

 檀
 の
花
咲
く
頃
）の

だ
ん

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

茅
入
学
し
て
二
か
月

１
年
　
な
か
ざ
わ
　
か
な

　
に
ゅ
う
が
く
し
き
は
と
っ
て
も

き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
れ
ど
、
あ
と

か
ら
た
の
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

み
つ
か
り
ま
し
た
。

１
年
　
お
か
も
と
　
な
な
み

　
あ
さ
は
や
く
お
き
て
ね
む
い
け

ど
、
ま
い
に
ち
あ
る
い
て
が
っ
こ

う
へ
く
る
の
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。



個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
制

が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　
本
年
４
月
　
日
に
公
布
さ
れ
た

３０

「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
に

対
す
る
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
制

が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
、「
ふ
る
さ
と
に

貢
献
し
た
い
」、「
ふ
る
さ
と
を
応
援

し
た
い
」
と
い
う
個
人
住
民
税
納
税

者
の
思
い
を
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
と
い
う
形
で
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
は
、
平
成
　
年
１
月
１

２０

日
以
後
に
ふ
る
さ
と
や
応
援
し
た
い

都
道
府
県
や
市
区
町
村
に
支
出
し
た

寄
附
金
か
ら
控
除
対
象
と
な
り
、
平

成
　
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
住

２１
民
税
に
つ
い
て
適
用
と
な
る
も
の
で

す
。
主
な
改
正
点
は
下
の
表
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
あ
り
ま
す
の
で

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

 

問
町
税
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
２
２

５７

個
人
事
業
税
の
納
税

　
８
月
は
、　

年
中
に
個
人
で
事
業

１９

を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
、
個
人
事
業

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
納
め
る
額
は
、
原
則
と
し
て
所
得

額
か
ら
２
９
０
万
円
を
引
い
た
額
に

次
の
税
率
を
乗
じ
た
金
額
に
な
り
ま

す
。

　
１
期
分
の
納
期
限
は
９
月
１
日
で

す
の
で
、
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
２
期
分
の
納
付
書
は
、　１１

月
上
旬
に
発
送
と
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
今
年
度
の
２
期
分
（
　１１

月
）
か
ら
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
撒
０
２
８
２（
　
）
３
４
１
４

２３
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In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

改正後改正前

都道府県または市区町村都道府県または市区町村
寄附金控除の対象となる

地方公共団体の範囲

税額控除方式所得控除方式控除方式

地方公共団体に対する寄附金のうち適用下限額

（５０００円）を超える部分について、一定の限度額まで

所得税と合わせて全額控除

【税額控除額の計算方法】

①と②の合計額を税額控除

①（地方公共団体に対する寄附金－５,０００円）×１０％

②（地方公共団体に対する寄附金－５,０００円）×

（９０％－０～４０％）

②の額については、

個人住民税所得割額の１割を限度

適用対象寄附金×税率（10％）の

軽減効果
控除率

総所得金額等の３０％
（地方公共団体に対する寄附金以外の寄附金との合
計額）

総所得金額等の２５％
（地方公共団体に対する寄附金
以外の寄附金との合計額）

控除対象限度額

５,０００円１００,０００円適用下限額

牛 去寄附者に適用される
所得税の限界税率

税率事業の種別区分

5/100
製造業、物品販売業、
不動産貸付業等

第一種
事　業

4/100
畜産業、水産業、
薪炭製造業

第二種
事　業

5/100
医業、弁護士業、
理美容業等第三種

事　業
3/100

あんま・はり・
きゅう 等の業等



町
税
徴
収
強
化
月
間

　
７
月
・
８
月
は
町
税
徴
収
強
化
月

間
で
す
。
野
木
町
も
税
収
の
確
保
及

び
納
税
の
公
平
性
の
維
持
の
た
め
、

栃
木
県
地
方
税
徴
収
特
別
対
策
室
と

協
働
で
町
税
の
徴
収
を
強
力
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
町
の
貴
重
な
財
源

と
な
る
税
の
公
平
な
負
担
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
税
の
滞
納
は
、
本
来
納
め
る
べ

き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
も
あ
わ
せ

て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

あ
る
な
ど
、
納
税
者
に
不
利
益
を
お

よ
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
滞
納
整
理
な

ど
町
の
事
務
処
理
の
た
め
に
も
多
く

の
時
間
と
費
用
が
必
要
と
な
り
、
こ

れ
ら
の
費
用
も
皆
様
の
貴
重
な
税
金

か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

　
町
税
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
町
税
務
課

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
預
金
通
帳
と
通
帳
使
用
の

印
鑑
、
町
税
の
納
付
書
が
必
要
で
す
。

問
町
税
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
２
４

５７

省
エ
ネ
改
修
工
事
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　
平
成
　
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

２０

し
た
住
宅
を
、
平
成
　
年
４
月
１
日

２０

か
ら
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
の
間

２２

３１

に
、
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行

っ
た
場
合
、
申
告
に
よ
り
当
該
住
宅

に
つ
い
て
の
固
定
資
産
税
が
翌
年
度

分
に
限
り
最
大
３
分
の
１
減
額
に
な

り
ま
す
。

申
告
期
間

　
省
エ
ネ
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日

　
か
ら
３
か
月
以
内

対
象
と
な
る
省
エ
ネ
改
修
工
事

　
①
窓
の
改
修
工
事（
必
須
）

　
②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

※
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
が
現
行
の
省
エ

ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と
に

な
る
こ
と
。

※
当
該
改
修
工
事
が
平
成
　
年
１
月

２０

１
日
に
存
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
。

※
当
該
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
が

　
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

３０

申
請
に
必
要
な
書
類

　
①
省
エ
ネ
住
宅
申
請
書

　
②
省
エ
ネ
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
証

　
明
す
る
も
の

減
額
対
象
期
間

　
省
エ
ネ
改
修
工
事
が
完
了
し
た
年

　
の
翌
年
度
１
年
分

減
額
率

　
当
該
家
屋
全
体
に
係
る
税
額
の
３

　
分
の
１
相
当
額
。

　
た
だ
し
、
減
額
の
対
象
と
な
る
の

　
は
、
１
戸
当
た
り
の
床
面
積
の
う

　
ち
最
大
１
２
０
㎡
分
ま
で
。

問
町
税
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
２
３

５７

家
屋
を
新
築
等
に
よ
り
 

取
得
さ
れ
た
方
へ

　
今
月
は
、　

年
中
に
家
屋
を
新
築
、

１９

増
築
及
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た

方
に
対
し
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
送
付
さ

れ
た
方
は
、
７
月
　
日
ま
で
に
、
金

３１

融
機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納
税

し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
撒
０
２
８
２（
　
）
３
４
１
３

２３

お知らせ

（13）

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
都
市
整
備
課
撒
（
　
）
４
１
６
９

５７

　
町
上
下
水
道
課
撒
（
　
）
４
１
６
５

５７



（14）

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

今
後
被
保
険
者
の
方
に
 

お
届
け
す
る
通
知

①
　
年
４
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
の

２０
保
険
料
支
払
（
特
別
徴
収
）の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
従
来
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
た
方
及
び
被
用
者
保

険
（
社
会
保
険
ま
た
は
共
済
組
合
等
）

の
被
保
険
者
本
人
で
あ
っ
た
方

酸
　
月
よ
り
年
金
か
ら
支
払
っ
て
い

１０
た
だ
く
方
に
は
…
（
た
だ
し
、
９
月

分
ま
で
は
納
付
書
等
に
よ
り
個
別
に

支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

産
保
険
料
額
決
定
通
知
書

産
納
付
書（
※
９
月
分
ま
で
）

　
を
７
月
に
お
届
け
し
ま
す
。

産
特
別
徴
収
開
始
通
知
書

　
を
　
月
に
お
届
け
し
ま
す
。

１０

酸
年
金
か
ら
の
支
払
い
対
象
と
な
ら

ず
、
納
付
書
等
に
よ
り
個
別
に
支
払

っ
て
い
た
だ
く
方
に
は
…

産
保
険
料
額
決
定
通
知
書

産
納
付
書

　
を
７
月
に
お
届
け
し
ま
す
。

②
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
ま
た
は

共
済
組
合
等
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
（
　
年
４
月
分
か
ら
９
月
分
の

２０

保
険
料
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
）

酸
　
月
よ
り
年
金
か
ら
支
払
っ
て
い

１０
た
だ
く
方
に
は

産
保
険
料
額
決
定
通
知
書

産
特
別
徴
収
開
始
通
知
書

　
を
　
月
に
お
届
け
し
ま
す
。

１０

酸
年
金
か
ら
の
支
払
い
対
象
と
な
ら

ず
、
納
付
書
等
に
よ
り
個
別
に
支
払

っ
て
い
た
だ
く
方
に
は

産
保
険
料
額
決
定
通
知
書

産
納
付
書

　
を
　
月
に
お
届
け
し
ま
す
。

１０

問
町
住
民
課
　
　
撒（
　
）
４
１
３
６

５７

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験

　
裁
判
所
で
は
、　

年
度
裁
判
所
事

２０

務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年

６２

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間
　
７
月
　
日
～
　
日

１５

２３

試
験
日
　
９
月
　
日（
日
）

１４

問
宇
都
宮
地
方
裁
判
所

　
　
撒
０
２
８（
６
２
１
）
２
１
１
１

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

　
人
  権
  標
  語

「
大
丈
夫
？
」　
や
さ
し
い
一
言
　
あ
り
が
と
う

南
赤
塚
小
学
校
　
 石
  川
 

い

し

 か

わ

　
 俊
  介
 

し
ゅ
ん
 す
け

　
　
　（
　
年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

１９

防衛大学校等学生及び自衛官募集案内

試験期日受付期間資格等採用種目

１次：１１/１５・１６

９/８～３０

高卒（見込含）
２１歳未満の方

防衛大学校学生

１次：１１/１・２防衛医科大学校学生

１次：９/２３８/１～９/１０航空学生

１次：１０/２５９/８～３０
高卒（見込含）
２４歳未満の方

看護学生

１次：９/２０８/１～９/１０

１８歳以上
２７歳未満の方

一般曹候補生

受付時に
お知らせします。

年間を通じて男子

2等陸・海・空士

９/２８・２９８/１～９/１０女子

１０/１８～２０の
いずれか１日

７/２２～１０/１０
１８歳以上３４歳未満の方
（医師等資格保有者は
最大５５歳まで）

予備自衛官補

　問　自衛隊小山募集事務所　撒０２８５（２５）４７６３
　　　町総務課　　　　　　　撒（５７）４１５８



町
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
・
受
験
資
格

　
一
般
事
務
職
　
若
干
名

　
平
成
　
年
３
月
　
日
現
在
で
、
大

２１

３１

　
学
・
短
大
・
高
等
学
校
・
専
門
学

　
校
卒
業
予
定
者
ま
た
は
卒
業
者
で
、

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

５６

　
れ
た
方

１
次
試
験
日
　
９
月
　
日（
日
）

２１

試
験
会
場
　
白
　
大
学

試
験
方
法
　
筆
記
試
験

申
込
受
付
　
７
月
　
日
～
　
日

１４

３１

※
来
庁
→
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

３０

※
郵
送
→
７
月
　
日
消
印
有
効

３１

受
付
場
所
　
町
総
務
課

採
用
予
定
　
　
年
４
月
１
日

２１

※
募
集
要
項
を
、
７
月
１
日
か
ら
町

総
務
課
で
配
付
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

問
町
総
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
１
１

５７

公
益
通
報
者
保
護
法
に
基

づ
く
通
報
窓
口
を
設
け
ま

し
た

　
近
年
、
事
業
者
内
部
か
ら
の
通
報

を
契
機
と
し
て
、
国
民
生
活
の
安
心

や
安
全
を
損
な
う
よ
う
な
企
業
不
祥

事
が
相
次
い
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
、
法
令
違
反
行
為
を

労
働
者
が
通
報
し
た
場
合
に
、
解
雇

等
の
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
保
護
し
、
事
業

者
の
法
令
遵
守
経
営
を
強
化
す
る
た

め
に
で
き
た
法
律
が
「
公
益
通
報
者

保
護
法
」
で
す
。

　
町
で
は
、
同
法
律
の
施
行
に
基
づ

き
、
労
働
者
か
ら
の
通
報
を
受
け
付

け
る
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

酸
通
報
窓
口
　
町
総
務
課

　
撒（
　
）
４
１
１
１

５７

　
姉（
　
）
４
１
９
０

５７

　
死

※
公
益
通
報
者
保
護
法
に
関
す
る
詳

し
い
情
報
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
町
総
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
１
１

５７

成
人
式
実
行
委
員
を
 

募
集
し
ま
す

　
町
主
催
の
成
人
式
は
、
毎
年
新
成

人
に
な
ら
れ
る
方
々
で
実
行
委
員
会

を
設
け
、
式
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
一
生
に
一
度
の
成
人
式
に
、
実
行

委
員
と
し
て
参
加
協
力
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
　
象

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
平
成
元
年

６３

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内
　
容

　
来
年
の
成
人
式
は
１
月
　
日（
日
）

１１

　
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
成
人
式
ま

　
で
に
４
回
程
度
の
実
行
委
員
会
を

　
開
催
す
る
予
定
で
す
。
式
の
運
営

　
方
法
等
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、

　
前
日
の
準
備
か
ら
当
日
の
式
典
等

　
の
運
営
ま
で
行
う
予
定
で
す
。

問
町
生
涯
学
習
課
撒（
　
）
４
１
８
８

５７

 

野
木
町
国
際
交
流
協
会
よ
り

「
い
け
ば
な
の
楽
し
み
方
講
座
」

　
伝
統
の
「
い
け
ば
な
」を
と
お
し
て
、

日
本
文
化
の
ひ
と
つ
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
７
月
　
日（
日
）

２０

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

場
　
所
　
町
公
民
館

受
講
料
　
１
人
２
０
０
円

対
　
象
　
町
内
・
近
隣
在
住
の
外
国

　
　
　
　
人
及
び
日
本
人
（
男
性
も
可
）

定
　
員
　
先
着
　
名
１５

内
　
容

　
代
表
的
な「
い
け
ば
な
の
型
」を
学

　
び
、
各
自
で
用
意
し
た
器
に
花
を

　
い
け
て
み
る
。

申
込
期
間
　
７
月
１
日
～
　
日
１０

申
込
方
法

　
受
講
料
を
添
え
町
国
際
交
流
協
会

　
事
務
局
へ

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　（
町
生
涯
学
習
課
内
）

撒（
　
）
４
１
８
８

５７

　
真
瀬
美
智
子
　
撒（
　
）
１
６
７
３

５５

お知らせ
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so
u
m
u
@
to
w
n
.n
o
g
i.

to
c
h
ig
i.jp

h
ttp
://w

w
w
5
.c
a
o
.g
o
.jp
/

se
ik
a
tsu
/k
o
u
e
k
i/in
d
e
x
.h
tm
l



（16）

「
野
木
町
教
育
力
向
上
の
た

め
の
提
言
」
を
募
集
し
ま
す

　
野
木
町
の
教
育
が
さ
ら
に
充
実
し

て
発
展
す
る
よ
う
、
町
民
の
幅
広
い

層
の
皆
様
か
ら
提
言
を
頂
き
、
教
育

施
策
の
策
定
と
実
践
に
役
立
た
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。
次
の
要
領
に
よ
り

募
集
し
、
審
査
の
う
え
優
秀
な
提
言

は
表
彰
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
町
の

財
政
的
負
担
を
か
け
な
い
で
実
践
・

改
善
で
き
る
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
多
数
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　
８
月
１
日
～
９
月
５
日

※
教
職
員
の
部
・
児
童
生
徒
の
部
な

　
ど
学
校
関
係
は
、
学
校
で
取
り
ま

　
と
め
て
の
応
募
も
可
能
で
す
。

提
出
先

　
町
こ
ど
も
教
育
課（
町
公
民
館
内
）

　
前
に
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。

表
　
彰

　
各
部
門
３
席
ま
で
を
入
賞
と
し
、

　
表
彰
式
を
行
い
、
そ
の
席
で
提
言

　
を
発
表
す
る
ほ
か
「
広
報
の
ぎ
」
に

　
も
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
提
言
を

　
施
策
に
取
り
入
れ
る
場
合
は
、
事

　
業
名
に「
○
○
様
提
言
」
と
明
記
し

　
ま
す
。

募
集
要
項

問
町
こ
ど
も
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
撒（
　
）
４
１
８
２

５７

中
学
校
一
部
選
択
制

　
町
内
の
ど
の
中
学
校
へ
入
学
す
る

か
は
、
住
所
に
よ
る
通
学
区
域
に
基

づ
き
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
方
分
権
推
進
や
国
の

教
育
改
革
の
流
れ
を
受
け
て
、
児
童

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
校

選
択
機
会
の
拡
大
と
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
通
学
区

域
制
度
の
規
制
緩
和
を
図
る
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
一
部
選
択
制
と
は
？

Ａ
従
来
の
通
学
区
域
を
残
し
た
ま
ま
、

　
毎
年
度
決
定
す
る
受
入
生
徒
数
の

　
範
囲
内
で
、
希
望
す
る
別
の
中
学

　
校
へ
の
就
学
を
認
め
る
も
の
で
す
。

Ｑ
希
望
す
る
に
は
？

Ａ
保
護
者
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
教

　
育
委
員
会
が
所
定
の
手
続
き
を
と

　
り
入
学
を
決
定
し
ま
す
。
卒
業
ま

　
で
通
う
こ
と
、
自
力
で
通
学
で
き

　
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
ま
す
。

Ｑ
受
入
生
徒
数
（
　
年
度
入
学
）は
？

２１

Ａ
野
木
中
　
　
　
　
名
１５

　
野
木
第
二
中
　
　
名
１５

※
受
入
枠
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

保
護
者
向
け
説
明
会

　
８
月
２
日（
土
）　
午
前
　
時
～

１０

　
町
公
民
館

学
校
見
学
会

　
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

　
学
校
見
学
会
を
各
中
学
校
で
実
施

　
し
ま
す
。
詳
細
は
学
校
を
通
じ
て

　
保
護
者
宛
に
案
内
し
ま
す
。

問
町
こ
ど
も
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
撒（
　
）
４
１
８
３

５７

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
 

学
校
見
学
会

日
　
時
　
午
前
９
時
～
正
午

酸
小
学
部
・
中
学
部

　
９
月
５
日（
金
）、　

月
　
日（
水
）

１０

１５

酸
高
等
部

　
７
月
　
日（
木
）、　

月
　
日（
火
）

１７

１１

２５

場
　
所
　
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　（
下
野
市
柴
６
‐
２
）

内
　
容
　
授
業
参
観
、
授
業
参
加
、

　
　
　
　
講
話
、
教
育
相
談
な
ど

※
実
施
日
の
　
日
前
ま
で
に
申
し
込

１０

み
く
だ
さ
い
。

問
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）５
１
２
１

４４

　
町
こ
ど
も
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
撒（
　
）
４
１
８
３

５７

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

児童生徒の部教職員の部一般の部部門

「楽しく学べる学校にするた
めこうなるといいな」

「学校教育の活性化、教職員の
意識改革、子どもたちの学ぶ意
欲を育む指導法の改善等学校教
育全般にわたる私の提言」

「活力ある学校教育の
ための私の提言」

テーマの例

原稿用紙１～２枚（様式自由）A４版１～２枚程度A４版１～２枚程度作品（提言）の枚数

町内小中学校児童生徒町内小中学校教職員一般町民の方対象者

①表題
②氏名（ﾌﾘｶ゙ﾅ）
③学年
④学校名

①表題
②氏名（ﾌﾘｶ゙ﾅ）
③年齢
④学校名

①表題
②氏名（ﾌﾘｶ゙ﾅ）
③年齢
④住所
⑤電話番号

付記事項



中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は
過

去
の
免
除
者
で
、　

年
３
月
　
日
ま

２１

３１

で
に
満
　
歳
以
上
に
な
る
方

１５

②
保
護
者
が
就
学
義
務
猶
予
ま
た
は

免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
、　

年
３
月

２１

　
日
ま
で
に
満
　
歳
に
達
し
、
そ
の

３１

１５

年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
を
卒
業

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と

文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た
方

③
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
満
　
歳
以

２１

３１

１６

上
に
な
る
方
（
①
及
び
④
の
方
を
除

く
）

④
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
で
、　

年
２１

３
月
　
日
ま
で
に
満
　
歳
以
上
に
な

３１

１５

る
方

願
書
受
付
期
間

　
８
月
　
日
～
９
月
９
日

２２

　（
消
印
有
効
）

願
書
受
付

　
書
面
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き

　
で
文
部
科
学
省
へ
提
出

試
験
日
　
　
月
４
日（
火
）

１１

試
験
場
　
県
庁
南
庁
舎
３
号
館
Ａ
棟

試
験
科
目
　
国
、
社
、
数
、
理
、
英

問
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
撒
０
２
８（
６
２
３
）
３
３
９
１

県
立
佐
野
高
等
学
校
附
属

中
学
校
学
校
説
明
会

日
　
時
　
８
月
３
日（
日
）

　
酸
午
前
　
時
　
分
～
正
午

１０

３０

　
酸
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

場
　
所
　
佐
野
市
文
化
会
館

内
　
容

　
県
立
中
高
一
貫
校
教
育
の
内
容
・

　
学
校
生
活
の
概
要
、　

年
度
入
学

２１

　
者
選
考
・
募
集
手
続
き
等

対
　
象
　
小
学
生
と
保
護
者

問
佐
野
高
等
学
校
附
属
中
学
校

　
　
　
撒
０
２
８
３（
　
）
０
１
６
１

２３

県
南
市
場
で
お
買
い
物
を

　
県
南
市
場
で
は
、
毎
月
第
２
・
第

４
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
、
関
連
事
業
者
に
よ
る
市
場
開
放

を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日
だ
け
は
、

一
般
消
費
者
も
自
由
に
入
場
で
き
ま

す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

問
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
協
力
会

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
３
３
３
０

３８

も
ち
も
ち
と
お
い
し
い
 

米
粉
パ
ン
づ
く
り
講
習
会

目
　
的

　
米
の
消
費
拡
大

　
　（
国
産
米
１
０
０
％
使
用
）

　
食
の
理
解
促
進

日
　
時

　
第
１
回
　
８
月
　
日（
水
）

２０

　
第
２
回
　
８
月
　
日（
木
）

２１

　
両
日
と
も
午
前
９
時
～

場
　
所
　
町
公
民
館

対
　
象

　
小
学
３
年
以
上
の
町
在
住
者

　（
小
学
生
は
親
子
で
）

定
　
員
　
各
　
名（
先
着
順
）

１５

費
　
用

　
１
０
０
０
円
（
材
料
費
等
）

申
込
期
間
　
７
月
　
日
～
　
日

１４

１８

申
込
方
法

　
費
用
を
添
え
町
産
業
課
へ

用
意
す
る
も
の

　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

問
町
産
業
課
　
　
撒（
　
）
４
１
５
１

５７

 

農
薬
使
用
は
最
小
限
に

①
市
街
地
な
ど
で
の
病
害
虫
防
除
に

当
た
っ
て
は
、
定
期
的
な
農
薬
散
布

を
改
め
、
せ
ん
定
な
ど
環
境
へ
の
影

響
が
少
な
い
方
法
に
切
り
替
え
ま
し

ょ
う
。
除
草
に
つ
い
て
も
、
早
期
の

手
抜
き
、
あ
る
い
は
刈
り
取
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

②
や
む
を
え
ず
農
薬
を
使
用
す
る
場

合
は
、
農
薬
の
飛
散
で
健
康
被
害
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
塗
布
・

樹
幹
注
入
な
ど
散
布
以
外
の
方
法
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

③
や
む
を
え
ず
散
布
す
る
場
合
は
、

最
小
限
の
区
域
に
留
め
、
農
薬
使
用

者
は
、
事
前
に
近
隣
住
民
に
対
し
て
、

散
布
日
時
を
十
分
周
知
し
、
立
て
看

板
な
ど
で
、
散
布
区
域
に
人
が
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
近
く
に

学
校
や
通
学
路
が
あ
る
場
合
は
、
事

前
周
知
を
徹
底
し
、
子
ど
も
を
健
康

被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
町
産
業
課
　
　
撒（
　
）
４
１
５
１

５７

お知らせ

（17）



（18）

予
防
接
種
実
施
機
関
が
 

変
更
に
な
り
ま
し
た

　
６
月
号
で
浅
野
医
院
に
お
け
る
基

本
健
診
及
び
が
ん
検
診
が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
も
実
施
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

　
各
種
予
防
接
種（
個
別
接
種
分
）は

次
の
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１

５７

 

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
は
、
い
つ
輸
血
の
必
要
な

事
故
や
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
血
液
は
、
医
学
や
科
学

が
進
歩
し
た
現
在
で
も
、
人
工
的
に

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
う
え
、

長
く
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
献
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
尊
い
生

命
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
を
救
う
た
め
、
健
康
な
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
　
日（
火
）

２９

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
　
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１

５７

　
年
度
介
護
支
援
専
門
員

２０実
務
研
修
受
講
試
験

　
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
適
切

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
事
業
者

と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
介
護
支
援

専
門
員
を
養
成
す
る
た
め
の
試
験
で

す
。

日
　
時
　
　
月
　
日（
日
）

１０

１９

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

会
　
場

①
宇
都
宮
短
期
大
学
付
属
高
等
学
校

②
と
ち
ぎ
健
康
の
森
（
希
望
者
が
２

　
０
０
０
名
を
超
え
た
場
合
）

試
験
案
内
配
付
期
間
・
場
所

　
７
月
１
日
～
　
日
３１

　
町
健
康
福
祉
課
／
県
健
康
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
／
県
高
齢
対
策
課
／
と
ち

　
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
／
県
シ
ル
バ
ー
大

　
学
校
南
校
・
北
校

※
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
、
と
ち
ぎ

健
康
の
森
総
合
受
付
で
は
土
・
日
・

祝
日
も
配
付

受
付
期
間
・
方
法

　
７
月
１
日
～
　
日（
消
印
有
効
）

３１

　
試
験
案
内
に
同
封
の
封
筒
に
よ
り

　
簡
易
書
留
で
送
付

受
験
料
　
８
０
０
０
円

問
社
会
福
祉
法
人

　
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

　
　
撒
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

　（
〒
３
２
０
‐
８
５
０
３

　
宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１

　
と
ち
ぎ
健
康
の
森
２
階
）

　　
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
３

５７

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

接種できる医療機関
※
詳
し
く
は
各
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休診日診療時間医療機関

日曜・祝日・水曜午後

９：００～１２：００
１５：００～１８：００岩崎医院

緯(56)0280 ９：００～１２：0０
１５：００～１７：００

(土曜)

日曜・祝日・水曜

９：００～１２：３０
１５：００～１８：００菊池クリニック

緯(57)2510 ９：００～１２：３０
１４：００～１７：００

(土曜)

火曜９：００～１２：0０
木村外科胃腸科内科医院
緯(56)2255

日曜・祝日
９：３０～１１：0０
１４：３０～１６：００

近藤医院
緯(56)0356

日曜・祝日・木曜
９：００～１３：００
１６：００～２０：００

鹿野クリニック
緯(57)0056

日曜・祝日・木曜

９：００～１２：３０
１５：００～１８：３０寺内整形外科

緯(57)9811 ９：００～１２：3０
１4：００～１７：００

(土曜)

日曜・祝日・土曜午後
９：００～１２：0０
１５：００～１８：００

野木病院
緯(55)0710

日曜・祝日・金曜

８：３０～１１：0０
１３：３０～１９：００さくら診療所

緯(54)5004 ８：３０～１１：００
１３：３０～１７：００

(土曜)

各医療機関に問い合わせください。

小山地区医師会（小山市、下

野市、上三川町）加入の医療

機関



骨
粗
し
ょ
う
症
に
ご
注
意
を

　
私
た
ち
の
骨
量
は
加
齢
と
と
も
に

減
り
始
め
、
特
に
女
性
は
年
齢
に
よ

り
減
り
方
が
大
き
い
時
期
が
あ
り
ま

す
。
早
期
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
に

も
ご
自
分
の
骨
の
健
康
状
態
を
測
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

検
診
日
　
９
月
　
日（
金
）

１２

受
　
付
　
午
前
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１０

３０

会
　
場
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
①
問
診

　
　
　
　
②
超
音
波
検
査

検
診
料
　
４
０
０
円

対
　
象
　
町
在
住
　
歳
以
上
の
女
性

３０

※
今
ま
で
の
骨
密
度
検
診
で
「
要
医

療
」
と
な
り
病
院
を
受
診
さ
れ
た
方
、

現
在
病
院
で
経
過
観
察
中
の
方
、
治

療
中
の
方
は
継
続
し
て
病
院
を
受
診

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
節
目
年
齢
（
　
歳
・
　
歳
・
　
歳

４０

４５

５０

・
　
歳
・
・
・
な
ど
）
で
受
診
さ
れ

５５
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

定
　
員
　
１
０
０
名

申
　
込
　
７
月
　
日
～

１５

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１

５７

お
口
の
健
康
 

８
０
２
０
運
動
表
彰
事
業

　
８
０
２
０
運
動
と
は
、　

歳
に
な

８０

っ
て
も
、
健
康
な
自
分
の
歯
を
　
本
２０

残
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
小
山
歯
科
医
師
会
で
は
、
こ
の
運

動
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
表
彰
（
粗

品
贈
呈
）
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　
　
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
　
本
以

８０

２０

　
上
あ
る
方

※
虫
歯
の
治
療
を
し
て
あ
っ
て
も
、

自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
れ
ば
該
当
し

ま
す
。
過
去
の
表
彰
者
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。

診
査
方
法

　
町
内
歯
科
医
院
及
び
町
保
健
セ
ン

　
タ
ー
で
歯
科
検
診（
無
料
）を
受
け

　
て
く
だ
さ
い
。

検
診
実
施
日

産
町
内
歯
科
医
院

　
７
月
１
日（
火
）～
８
月
９
日（
土
）

産
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
７
月
　
日（
月
）

１４

　
午
後
１
時
　
分
～
２
時

３０

申
込
方
法

　
検
診
を
受
け
る
歯
科
医
院
に
直
接

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
町
保
健
セ

　
ン
タ
ー
で
受
け
る
場
合
は
、
７
月

　
８
日
ま
で
に
電
話
で
町
健
康
福
祉

　
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１

５７

　
小
山
歯
科
医
師
会

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）５
９
５
４

２２

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

２
０
０
８
　
と
ち
ぎ

in

　
社
会
福
祉
法
人
栃
木
県
社
会
福
祉

協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

で
は
、
県
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
福

祉
人
材
確
保
及
び
福
祉
職
希
望
者
へ

の
就
労
支
援
を
目
的
と
し
て
、
福
祉

の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

期
　
日
　
８
月
２
日（
土
）

会
　
場
　
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

（
宇
都
宮
市
若
草
１
‐
　
‐
６
）

１０

プ
ロ
グ
ラ
ム

①
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

　
学
生
の
た
め
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
「
社
会
人
と
し
て
の
心
が
ま
え
と

　
福
祉
の
職
場
に
求
め
ら
れ
る
人
材

　
と
は
」

　
講
師
…

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
プ
ラ

　
ザ
 而
  今
 施
設
長
　
大
山
知
子
さ
ん

に
 
こ
ん

　
※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

②
午
後
１
時
～
４
時

　
合
同
面
談
会

産
福
祉
施
設
の
採
用
担
当
者
と
の
個

　
別
面
談

産
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
、

　
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
職
業
相
談

産
県
社
会
福
祉
士
会
ス
タ
ッ
フ
に
よ

　
る
資
格
相
談

産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
職
業
適
性

　
診
断

　
※
午
後
０
時
　
分
～
３
時
　
分
ま

３０

３０

　
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
・
人
材

　
セ
ン
タ
ー

　
　
撒
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
8

日
　
時
　
８
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

場
　
所
　
県
南
体
育
館
（
小
山
市
外
城
）

対
　
象
　
幼
稚
園
在
園
児

　
　
　
　
未
収
園
児
　
ほ
か

内
　
容

　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー（
予
定
）

　
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
　
ほ
か

※
参
加
無
料
、
上
履
き
持
参

問
小
山
地
区
幼
稚
園
連
合
会

　
静
林
幼
稚
園（
伊
澤
）

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
１
７
９
２

２２

お知らせ
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子
ど
も
祭
り
 

「
み
ん
な
で
　
あ
・
そ
・
ぼ
外
」

　
子
ど
も
を
連
れ
て
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
。
地
域
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の

子
育
て
支
援
及
び
仲
間
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
が
企
画
し
ま
し
た
。

日
　
時

　
７
月
５
日（
土
）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
　
所
　
町
公
民
館
視
聴
覚
室
　
他

対
　
象
　
小
学
校
低
学
年
程
度
ま
で

　
　
　
　
の
子
ど
も
と
保
護
者

内
　
容

　
折
り
紙
・
ゲ
ー
ム
・
絵
本
の
読
み

　
聞
か
せ
等

参
加
無
料

申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ

そ
の
他

・
乳
幼
児
は
託
児
し
ま
す
。

・
動
き
や
す
い
服
装
で
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
２

５７

７
月
１
日
最
低
賃
金
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
今
回
の
改
正
は
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
最
低
賃

金
制
度
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

酸
地
域
別
最
低
賃
金
は
こ
う
な
り
ま

し
た
　
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
場

合
に
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
の
施
策
と

の
整
合
性
に
配
慮
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
具
体
的
な
金
額
は
、
都
道

府
県
ご
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の
場
合

の
罰
金
額
の
上
限
が
２
万
円
か
ら
　５０

万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

酸
産
業
別
最
低
賃
金
は
こ
う
な
り
ま

し
た
　
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
不
払
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金

法
の
罰
則
は
適
用
さ
れ
な
く
な
り
、

労
働
基
準
法
の
賃
金
の
全
額
払
違
反

の
罰
則（
罰
金
の
上
限
　
万
円
）が
適

３０

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

酸
適
用
除
外
規
定
が
見
直
さ
れ
ま
し

た　
障
が
い
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力

の
低
い
方
等
に
関
す
る
適
用
除
外
が

廃
止
さ
れ
、
最
低
賃
金
の
減
額
特
例

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

酸
派
遣
労
働
者
の
適
用
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
し
た

　
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣

先
の
地
域（
産
業
）の
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

酸
最
低
賃
金
額
の
表
示
が
時
間
額
の

み
に
な
り
ま
し
た

　
時
間
額
、
日
額
、
週
額
ま
た
は
月

額
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
最

低
賃
金
額
の
表
示
単
位
が
、
時
間
額

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
労
働
局

　
　
撒
０
２
８（
６
３
４
）
９
１
０
９
 

下
水
道
排
水
設
備
工
事
 

責
任
技
術
者
更
新
講
習
会

日
　
時

　
　
９
月
２
日（
火
）・
　
日（
火
）

３０

　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
　
所

　
宇
都
宮
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　（
宇
都
宮
市
明
保
野
町
７
‐
　
）
６６

受
付
期
間

　
７
月
　
日
～
　
日

１７

３１

　（
消
印
有
効
）

対
　
象

　
現
在
こ
の
資
格
を
有
し
、
有
効
期

　
限
が
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
の

２１

３１

　
方

申
　
込

　
申
込
書
類
は
、
栃
木
県
建
設
総
合

　
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
本
人
あ
て
に

　
申
込
受
付
２
週
間
前
ま
で
に
送
付

　
し
ま
す
。

問
栃
木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
撒
０
２
８（
６
２
６
）
３
１
８
７

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ



と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
野
木
参
加
者
募
集

in　
県
政
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
県

民
の
皆
さ
ん
と
知
事
が
直
接
話
し
合

う
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
野
木
町
で
開
催
し

ま
す
。

日
　
時
　
８
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

　
　
　
　（
２
時
間
程
度
）

場
　
所

　
野
木
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
　
小
ホ
ー
ル

対
　
象
　
県
内
在
住
、在
勤
、在
学
者

定
　
員
　
１
５
０
名

そ
の
他

　
乳
幼
児
の
た
め
の
無
料
託
児
室
を

　
設
置
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方

　
は
申
し
込
み
の
際
に
明
記
し
て
く

　
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
７
月
　
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、

22

　
年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
、
職
業

　（
学
校
名
）を
明
記
し
て
、
は
が
き
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
県
広
報
課

　
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

は
が
き

　
〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

　
※
住
所
記
入
不
要

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
２
８（
６
２
３
）
２
１
６
０

Ｅ
メ
ー
ル

問
県
広
報
課

　
　
撒
０
２
８（
６
２
３
）
２
１
５
８

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
へ

年
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、
浄

化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
た
め
「
浄
化
槽
管

理
者
」
と
し
て
、
保
守
点
検
や
清
掃

と
は
別
に
、
県
が
指
定
す
る
検
査
機

関（
栃
木
県
浄
化
槽
協
会
）
に
よ
る
定

期
検
査
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
定
期
検
査
の
申
し
込
み
は
、

保
守
点
検
を
委
託
し
て
い
る
業
者
、

も
し
く
は
栃
木
県
浄
化
槽
協
会
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
浄
化
槽
協
会

　
　
撒
０
２
８（
６
３
３
）
１
６
５
０

　
町
生
活
環
境
課
撒（
　
）
４
１
３
１

５７

お知らせ
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ね
ん
き
ん
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ栢
メ
リ
ッ
ト
そ
の
１

　
老
後
に
受
け
取
れ
る
終
身
の
年
金

で
す
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
医
療
技

術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
今
後
も
さ
ら

に
延
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

栢
メ
リ
ッ
ト
そ
の
２

　
万
が
一
の
場
合
に
も
補
償
が
受
け

取
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で

な
く
、
加
入
者
が
事
故
や
病
気
で
障

が
い
が
残
っ
た
場
合
は
「
障
が
い
基

礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ
、
死
亡
し
た

場
合
は
、
遺
族
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

栢
メ
リ
ッ
ト
そ
の
３

　
納
め
た
保
険
料
で
税
金
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

全
額
が「
社
会
保
険
料
控
除
」の
対
象

に
な
り
ま
す
。
所
得
税
の
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
、
１
年
間
の
納

付
額
を
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税

の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

栢
メ
リ
ッ
ト
そ
の
４

　
年
金
支
給
額
の
一
部
は
国
が
負
担

し
て
い
ま
す
。

　
年
金
支
給
額
の
３
分
の
１
（
将
来

は
２
分
の
１
）
は
、
国
が
負
担
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
は
？

Ａ　
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
か
月
１
４
４
１
０
円
で
す
。

栢
納
め
方
そ
の
１

　
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
コ

ン
ビ
ニ
の
窓
口
で
納
め
る
。

　
保
険
料
は
事
前
に
お
届
け
す
る
納

付
書
で
納
め
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保

険
事
務
所
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

栢
納
め
方
そ
の
２

　
口
座
振
替
で
納
め
る
。

　
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
、

金
融
期
間
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

栢
納
め
方
そ
の
３

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
で

納
め
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て

の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保

険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
撒
０
２
８
２（
　
）
４
１
３
４

２２

　
町
住
民
課
　
　
撒
（
　
）
４
１
４
１

５７

h
ttp
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k
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p
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古
河
市

算
第
3
回
古
河
花
火
大
会

日
　
時
　
8
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

１０

４０

　
　
　
　
※
雨
天
時
は
翌
日

場
　
所
　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

　
　
　
　
（
渡
良
瀬
川
河
畔
）

打
上
総
数
　
１
５
０
０
０
発
（
三
尺
玉
3
発
含
む
）

問
古
河
市
観
光
物
産
課
　
撒
（
　
）
３
１
１
１

９２

北
川
辺
町

算
商
工
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

　
夏
の
お
祭
り
商
工
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
す
。
盆
踊
り
や
抽
選
会
・
花
火
の
ほ
か
、
み

ん
な
が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
や
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ

ん
企
画
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
夏
の
思
い
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～不法投棄監視員として歩んだ２０年～

　日本経済の高度成長期を経て、私たちの日々の生活はとても豊かになりまし

た。豊かになったのは良いことですが、電化製品やら身のまわりの生活物資が

豊富になったため、いらなくなった物を野山などに捨てる人が目立って増えて

きてしまったようです。このような状況を見過ごしていると、我がふるさと野

木町の姿が醜くいものになってしまうという危機感から「今こそ何とかしなく

ては！」と、結成されたのが私たちの所属する不法投棄監視ボランティアグル

ープ「平成会」です。結成が、昭和天皇が崩御され、平成と改元された年と時

を同じくしたため、グループ名を「平成会」と名付けてみました。我が郷土の

野木町を愛し、設立の趣旨に賛同が得られて協力をいただける方々を幅広く募

ってみたところ、町の要職などを経験された蒼々たるメンバーの多数の参加を

みてスタートすることができました。

　グループ結成当初は、モラルの低下に憂えるばかりで、心無い住民により捨

てられた不法投棄のゴミの山を目前にただただ唖然の状態で、我が目を疑った

ほどでした。大型のゴミは、人力だけではどうすることもできずに重機を駆使

して撤去することも度々ありました。不法投棄物の収集活動日は好天の日ばか

りではなく、私たちは冬季には強い季節風に耐え、夏季には猛暑にもめげるこ

となく頑張りました。近頃は、私たちの地道な活動も皆さんに知れ渡ったよう

で、「暑い中ご苦労様！」と声をかけてくれる人も増えました。特に学校帰りの

中学生や散歩中の夫婦などからいただくエールは、ゴミの重さや汚さなどを束

の間だけでも忘れさせてくれ、私たちボランティアの心を癒してくれるもので

す。町民の方々一人ひとりのご理解とご協力があってこそ私たちの活動は意味

を成すものと思われます。これからは野木町内はもとより近隣市町のボランテ

ィアグループとも協力をかさねて活動の輪を広げていきたいと思います。環境

問題は私たちに課された喫緊のテーマであることは言うまでもありません。

　最後に若干手前味噌の感もありますが今までにこのボランティアグループが

受けた顕彰やマスコミ等に取り上げられた事例を披露してこのレポートを閉じ

たいと思います。

＜顕彰歴＞

・全国善行表彰（環境美化貢献に対して）

・利根川河川工事事務所表彰　　　・栃木県保健衛生組合事務所表彰

・野木町長表彰　　　　　　　　　・野木町表彰

＜マスコミに取り上げられた事例＞

・朝日新聞掲載

「この町に生きる野木のボランティアグループ　平成会」

・NHKのニュース番組

・その他　読売新聞、下野新聞など各紙に掲載

ウォーキング　ゴミなし道を歩いたら

気分爽やか　ひまわりの里



恭新橋児童館

算ママ講座

　テーマは夏バテ。夏バテしないよう

な食事は？夏バテしてしまったらどん

なものを食べさせたらいいの？栄養士

が相談にのります！試食もあります！

日　時　７月４日（金）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　幼児と保護者/３０組

参加無料

申　込　児童館へ（電話可。定員に

　　　　なり次第締切）

算楽しいクッキング

　メニューは杏仁豆腐。冷たくておい

しい杏仁豆腐を作りませんか。

日　時　７月１２日（土）

　　　　午前１０時～正午

対　象　幼児～中学生と保護者/３０名

参加料　１人１００円

申　込　児童館へ（電話不可。定員

　　　　になり次第締切）

算親子でヨガ！

　今、大流行の体にとっても良いヨガ

！ストレス解消をお子さんと一緒に！

日　時　７月１９日・２６日（土）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　幼児と保護者/１５組

参加料　１回５００円（親子）

申　込　児童館へ（電話可。定員に

　　　　なり次第締切）

算楽器レッスン

　音楽の専門の先生に楽器を教えても

らいませんか。

日　時　毎週土曜日　午後２時～

※楽器ごとに日程が異なります。

対　象　小学高学年～高校生

　　　　各楽器１５名

　　　　（楽器を持参できる方）

楽　器　フルート、クラリネット、

　　　　サックス、ホルン、トラン

　　　　ペット、トロンボーン、ユ

　　　　ーホ、テューバ、打楽器

参加料　１回５００円

申　込　児童館へ（電話可）

算すいか割り大会

　暑いこの季節！すいかがおいしいこ

の季節！大きなすいかを割ってみんな

で食べよう！

日　時　７月２８日（月）

　　　　午前１０時～正午

対　象　児童とその保護者/３０名

参加料　１００円

申　込　参加料を添え児童館へ（電

　　　　話不可。定員になり次第締

　　　　切）

算自然の遊び

　水鉄砲・竹とんぼ・竹細工などで、お

もいっきり遊んでみませんか。

日　時　７月２９日（火）

　　　　午前１０時～正午

対　象　小学生/３０名

参加無料

申　込　児童館へ（電話可。定員に

　　　　なり次第締切）

恭あかつか児童センター

算すこやか栄養教室

　夏野菜を使った幼児の食事を作りま

しょう。

日　時　７月７日（月）

　　　　午前１０時３０分～正午

対　象　幼児と保護者/１５組

参加費　１００円（材料費）

申　込

　７月３日までに参加費を添え児童

　センターへ（電話不可）

算バドミントン教室

　バドミントンがもっと楽しくなりま

す。お父さん、お母さんもお子さんと

一緒にいい汗かきましょう。

日　時

　７月２４日、８月７日・２８日（木）

　午後２時～３時

　８月９日（土）

　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　小学生以上（保護者含む）

参加無料

申込期間　７月５日～１１日

申込方法　児童センターへ（電話可）

算すいか割り大会

　誰がすいかを割れるかな？

日　時　７月２９日（火）

　　　　午前１０時～１１時

対　象　小学生以上

参加費　１００円

申込期間　７月７日～２６日

　　　　　（日曜・祝日除く）

申　込　参加費を添え児童センター

　　　　へ（電話不可）

恭合同イベント

算遠足

　今回は、大自然・恐竜などが好きな子

におすすめ！団体で行くからできる体

験もあるよ！

期　日　８月１日（金）

場　所　茨城県自然博物館（坂東市）

対　象　小学生～大人/先着５０名

参加料　子ども　２０００円

　　　　大人（18歳以上）　２５００円

※バス代・入場料・おやつ代含む

※お弁当申込みの場合は別途５００円

申込期間　7月１日～２５日

申込方法

　参加料を添え児童館または児童セ

　ンターへ（電話不可）

狂その他たくさんのイベントがありま

す。詳しくは問い合わせください。
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子育てで心配なことは？

　子育てで親がいちばん気になったり心

配するのが、“熱がある・熱が出た”とい

うことではないでしょうか。日常よく

「熱が出た」と言いますが、発熱とはいっ

たい何度からをいうのでしょうか。何度

と決めてしまうのは、年齢や個人差によ

っても違いがあるのでとてもむずかしい

問題です。一般的には“３７度以上”を発

熱としてしまうのは、今も昔も変わりが

ないようです。大人の場合は正常時の体

温が３６度台のことが多いので、そう間違

いではないようです。子どもの場合は、

からだが小さい割には新陳代謝が盛んで、

そのうえからだの動きも活発なので、大

人に比べて普段の体温が高くなってきま

す。しかし、個人差があるので、自分の

子どもの平熱が何度位かは知っておくこ

とが大切ですね。

　子どもの年齢（月齢）が低ければ低いほ

ど自律神経が不安定なため、環境の温度

が上がれば体温も上昇します。また、か

らだは汗を出して体温を調節しているた

め、汗の元になる水分が不足すれば体内

に熱がこもって体温が上昇します。気温

や室温が高いときには、こまめに水分を

与えてあげる必要が

あります。それから

子どもによっては、

３７～３８度くらいあっ

ても機嫌（元気）の善

し悪しがありますの

で、普段の様子をよ

く見ててあげること

が大切です。

丸林保育所保育士　小泉　純子

認知症をご存知ですか？①

　同じ話を繰り返したり、もの忘れが増

えてきた、と感じた経験はありませんか。

老化に伴うこのような症状は誰にでも起

こりえますが、すべてが認知症というこ

とではありません。

　「認知症」は、いったん発達した知能の

働きが、脳や身体の病気により、普段の

社会生活に支障をきたすまで低下した状

態をいいます。この状態は、一時的では

なく、継続してみられ、記憶力や 見 
けん

 当 
とう

 職 
しき

(時間や場所、人を識別できる)、計画力

や判断力などが障がいされます。認知症

には大きく分けて、脳血管障がいによっ

て起こる脳血管性認知症と脳の神経細胞

が変性と脱落をきたして起きるアルツハ

イマー型認知症があります。

　認知症の症状には、個人差があります

が、次のような症状がみられます。

①被害妄想斬ものを盗られたなどの妄想。

②見当職障がい斬時間、場所、人などが

分からなくなる。

③記憶障がい斬もの忘れ、体験したこと

を忘れる。

④思考力の障がい斬思考力や判断力が鈍

くなる。

⑤幻覚斬聞こえるはずのない声が聞こえ

たり、誰もいないのに誰かがいるという。

⑥不眠斬眠りが浅い。よく眠れない。

⑦徘徊斬家を出て行ってしまい、分から

なくなり、自分で帰れない。

⑧過食斬食べたことを忘れ、何度も食事

を欲しがる。

　次回は、認知症の初期症状のチェック

リストをご紹介します。

町健康福祉課　保健師
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会長斬丸山君子さん（前列左から２
番目）、副会長斬青木由紀子さん（前
列右から２番目）、大川和子さん（前
列右端）

講習会の様子

ボランティアと一緒に

ひまわりの種まき外
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今
回
は
、
会
員
の
方
が
初
め
て
幼

い
子
ど
も
さ
ん
と
と
も
に
、
練
習
会

に
参
加
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
う

し
て
も
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
く

て
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼
い
子
ど
も
に
と
っ
て
、
身
近
な
大

人
た
ち
の
歌
う
童
謡
の
調
べ
を
聞
い

た
思
い
出
は
、
一
生
涯
の
宝
と
し
て

そ
の
心
に
残
る
出
来
事
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

　
童
謡
は
日
本
の
宝
だ
と
思
い
ま
す
。

次
の
世
代
に
こ
の
宝
を
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
も
私
た
ち
の
使
命
で
は
な

い
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の

童
謡
愛
好
会
の
活
動
の
趣
旨
に
共
感

さ
れ
る
方
々
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

投
稿
 

「
童
謡
は
日
本
の
宝
」

の
ぎ
町
童
謡
愛
好
会
会
長小

口
　
慶
子

　
私
た
ち
の
「
の
ぎ
町
童
謡
愛
好
会
」

も
発
足
以
来
、
早
く
も
　
年
の
歳
月

１３

が
流
れ
ま
し
た
。
愛
好
会
の
目
的
は
、

音
楽
を
愛
す
る
こ
と
に
よ
り
豊
か
な

人
間
性
と
生
き
が
い
を
求
め
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
潤
い
の
あ
る

社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
会
員
数
も
現
在
　
名
を

３３

数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
童
謡
の
練
習
会
を
月

に
２
回
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員

の
熱
意
が
結
実
し
、
文
化
活
動
の
サ

ー
ク
ル
と
し
て
も
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
町
の
文
化
活
動
に
も
参
画

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
も
担

う
よ
う
に
な
っ
て
、
福
祉
施
設
の
慰

問
な
ど
も
続
け
て
い
ま
す
。 

町内の交通事故

7件数
５
月
累
計

0死者

9傷者

51
(6)

件数
（増減）
　
年
累
計
（
前
年
比
）

２０

1
(0)

死者
（増減）

62
(9)

傷者
（増減）

町内の救急出場

78
出場
件数５

月
累
計 66
搬送
人員

142
(-7)

出場
件数
（増減）

　
年
度
累
計
（
前
年
比
）

２０

121
(-12)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

3空き巣
５
月
累
計

0自動車盗

4車上ねらい

2自転車盗

9
(-6)

空き巣
（増減）　

年
累
計
（
前
年
比
）

２０

4
(-5)

自動車盗
（増減）

13
(-10)

車上ねらい
（増減）

11
(-7)

自転車盗
（増減）

第
　
回
健
康
福
祉
ま
つ
り

１２
　
５
月
　
日
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
に
て
、

２５

「
第
　
回
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
が
開
催

１２

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
こ
こ
ろ
か
よ

う
　
す
こ
や
か
な
　
ひ
と
に
や
さ
し

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
健
康
な
人
も
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る

人
も
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
す
べ
て

の
人
が
気
軽
に
参
加
し
、
ふ
れ
あ
う

こ
と
の
で
き
る
場
所
に
な
れ
ば
と
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
や
、
各
種
健
康

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
は
、
健
康
や
福

祉
に
関
心
の
あ
る
人
や
、
家
族
連
れ

で
た
い
へ
ん
賑
わ
い
ま
し
た
。

歌の練習が終わって記念撮影

６月１日現在

人口 男 12,723人
女 12,975人
計 25,698人

　世帯数　8,949

今月の納期
第２期

第１期

第１期

第１期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

町の人口
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